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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 茨城県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年度４月現在）

学校名 笠間市立佐城小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ ２ １ ８
１４

児童数 ３５ ３３ ３４ ３９ ３５ ４６ １ ２２３

Ⅱ 研究の概要

１ 研究主題

「確かな学力」を育むための指導法の研究

－ 個に応じた授業づくりの研究（算数科を通して） －

２ 研究内容と方法

(1) 実施学年・教科

○ 全学年・算数

・理解の状況に差が出やすい教科であるため。

・実態調査で，算数の「数学的な考え方」が劣っていたため。

(2) 年次ごとの計画

○ テーマ

平 「確かな学力」を育むための指導法の研究

成 ○ 研究の見通し

15 少人数指導，習熟度別コース選択学習，教科担任制，教科外活動を実施し，個に

年 応じた学習教材と支援方法の研究を進める。

度 ○ 研究の内容・方法

学力のとらえ方と教材の工夫，及び個に応じた指導

（問題解決学習，教科担任制の導入，少人数指導，習熟度別コース選択学習）

○ テーマ

平 「確かな学力」を育むための指導法の研究

成 ○ 研究の見通し

16 習熟度別コース選択学習，教科担任制，教科外活動を継続し，評価を生かした指

年 導方法の研究を進める。

度 ○ 研究の内容・方法

個に応じた指導方法・評価を生かした指導

（習熟度別コース選択学習，評価方法）
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(3) 研究推進体制

全体研究会(内容)

・全職員 ・基礎的理論の研究

・諸問題の検討，共通理解

推進委員会(内容)

・教頭 ・教務 ・副教務 ・全体研究会へ提出する原案の検討

・部研究会チーフ ・会議日程等の調整

・ブロック研究会チーフ

〈部研究会〉

授業評価研究部(内容) 教材資料開発部(内容) 情報環境調査部(内容)

・指導案の形式 ・算数領域に適 ・ゴーゴータイチーフ ・中里 ・齋藤 ・鶴田

・補助簿，評価 した指導形態 ム２の計画低 ・池田 ・柴沼 ・高村

の仕方 ・自作資料の作 ・児童，保護者中 ・小林 ・高野 ・寺崎

・授業進度の確 成 アンケートの高 ・蔵渕 ・鈴木 ・教頭

認計画 ・発展，補充問 実施と分析

・自己評価カー 題集の作成 ・月例テストの

ドの作成 ・提示の仕方 集計と考察

〈ブロック研究会〉

低ブロック 中ブロック 高ブロック

チーフ ・池田 ・小林 ・高村

メンバー ・鶴田 ・柴沼 ・齋藤

・寺崎 ・中里 ・鈴木

・教頭 ・高野

・蔵渕

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１ 研究の成果

(1) 児童

全学年 【平成16年２月】・２月のアンケート結果から「算数の勉強

は楽しいですか」という問いに，全校で

89％が「楽しい 「どちらかというと楽」

しい」と答えている。また，算数の勉強

については 95％が 分かりやすい ど， 「 」「

ちらかというと分かりやすい」と答えて

いる。

・学年別では，６月の結果と比較すると，４・５・６年で「分かりやすい」が増え，

「あまり分からない 「分からない」が減った。」
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全学年 【平成15年６月】 全学年 【平成16年２月】

， ， ，・好きな教科を聞いたところ ５年生では ６月の調査と比べ176から189ポイントへ

６年生では211ポイントから257ポイントへ上がった。理由の一番多かったものは，

「 ， 」 。コース別で自分にあった勉強ができるから 前よりも楽しい というものだった

５年生 【平成15年６月】 【平成16年２月】 ６年生 【平成15年６月】 【平成16年２月】

・その他にも 「テストをやりたいと言う児童が増えた 「話を集中して聞けるよう， 。」

になった 「自分の言葉でまとめが書けるようになった 「振り返りカードに『楽。」 。」

しかった 『がんばりたい』と書く児童が増えた 」などの変容も見られた。』 。

(2) 保護者

【保護者のアンケート結果】・ お子さんの学習に対する取り組みは変わ「

ったと思いますか」という問いに 「変わ，

った」54.1％ 「変わらない」29.2％ 「分， ，

からない」16.7％と答えている。学年別で

は，学年が上がるほど「変わった」と答え

る割合が増えている。

・その主な理由は 「宿題でわからないとこ，

ろを聞いてくる回数が減った 「計算間違いがなくなり早くなった 「宿題のほか。」 。」

にも進んで学習をするようになった 「苦手意識がなくなり，子どもが『算数に対。」

して自信がついた』と言っている 」などである。。

(3) 教師

・進度や指導方法などを話す機会が増え，クラスを越えた情報交換が密になった。

・教材研究や資料の準備に時間をかけるようになった。

・指導法を学ぶ研修意欲が高まり，

・40回を越える研修を実施して，教師の資質の向上が図られた。

２ 今後の課題

(1) コース別といってもその中でも個人差はある。さらなる個に応じた指導法を，他教

科にも広げ研究していく。

(2) 指導と評価の一体化を実現していくため，さらに研究を進めていく。
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Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

・学力テストの実施 → 実態把握，指導・手だてのための資料

・ＣＤＴテストの実施 → 実態把握，指導・手だてのための資料

・アンケート調査（児童・保護者）の実施 → 比較，指導のための資料

・月例テストの実施 → 理解定着のための資料

・プレテスト，レディネステストの実施 → コース選択資料

・定着テストの実施 → 指導の不足を測るための資料

・単元後のテストの実施 → 理解度を測るための資料

・学習カードの実施 → 比較，指導のための資料

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・フロンティア便り「フェニックス」の発行

・ＨＰでの公開

・研究会の呼びかけ

・他校研究会への参加

・市研究発表会（h16,2,17）での研究発表

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 ■７～１２学級

□１３～１８学級 □１９～２４学級

□２５学級以上

【指導体制】 ■ 少人数指導 ■Ｔ．Ｔによる指導

■ 一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □ 国語 □ 社会 ■ 算数 □ 理科

□ 生活 □ 音楽 □ 図画工作 □ 家庭

□ 体育 □ その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■ 有 □ 無
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